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第４回逗子市財政再建検討会議事概要 

 

◎日 時  令和元年９月 30 日（月） 午後５時～６時 50 分 

◎場 所  逗子市役所５階会議室 

◎出席者  山科氏、畠中氏、筒井氏、玄氏、菊池氏 

桐ケ谷市長、柏村副市長、企画課 橋本、経済観光課 楠元 

◎事務局  経営企画部 福井、福本 企画課 仁科、四宮、金子 

◎記 録  企画課 金子 

◎傍聴者 ４名 

 

◎配付資料 第４回逗子市財政再建検討会議 次第 

      【資料１】platform ZUSHI BIZ 

       platform ZUSHI BIZ 参加申込書(案) 

      【資料２】企業誘致を進めるアプローチ 

      【資料３】逗子市ふるさと納税受入額推移 

 

 

◎議 事 

１ 開会 

市長挨拶 

 

２ これまでの状況報告について 

市長より報告 

・第 3回定例会が無事終了。 

・次年度に向け、各部局とどのように事業を実施していく等のヒアリングを実施している。 

・JR 山の根踏切の閉鎖について、市長が廃止を JR へ申し入れたと報道されているが、4月

26 日に JR から廃止の申入れがあり、死亡事故があったので閉鎖もやむなしと答えたところ

である。今後、10 月 27 日（日）に JR が、住民説明会を実施する予定である。 

・JR 東逗子駅前用地の活用について、年度末までに方針を決定するよう進めている。現在、

検討している内容としては、社会福祉協議会の移転場所や機能を何処にもっていくべきか、

公共施設の統廃合をどのようにするか等である。 

・企業誘致や起業支援について課題を抱えているが、キーワードを「女性が働けるまち」

とし、方向性が絞れてきたところである。これは、自然の中で子育てをしたいという希望

をもって逗子市に移住されている方が多く、この方たちが、子育て後期になって仕事をし

たいと思っても、逗子に働く場所がなく、都内や横浜に通うことは難しく働けていない状
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況がある。この状況をなんとかできないかと思い、逗子に働ける場をつくっていく必要が

あると考えた。これを具体化するため、この後説明がある「platform ZUSHI BIZ」を立ち

上げる。 

 

３ platform ZUSHI BIZ について 

事務局（福本）より【資料１】platform ZUSHI BIZ及びplatform ZUSHI BIZ参加申込書(案)

について説明 

（意見交換） 

【畠中氏】事例紹介いただいたものは、必ずしも財政再建というキーワードが入っていな

いものがあったと思われるが、市としての考えはいかがか。 

【福本】紹介した横瀬町の事例は、シティプロモーションの要素が大きいが、逗子市とし

ては、逗子市を知ってもらい、地域活性につながる内容等でも、最終的に企業誘

致につながれば良いと考えている。 

【筒井氏】課題解決型のプラットフォームを目指すのか、企業誘致に重きを置いたプラッ

トフォームを目指すのか。現在の資料だと、どちらとも捉えることができるよ

うになっているが、はっきりさせた方がよいのではないか。 

【市長】当初、法人市民税を増加させることを第一に考えていたが、市内に働ける場所が

あるという仕組みを構築することが重要だと考えている。どっちかではなく、企

業の数も増え、働ける人も増えていき、地域課題も解決できれば良いと考えてい

る。 

【山科氏】全体ミーティングについて、具体的に決まっているか。 

【福本】日時は決定しており、内容等について調整しているところである。まだ申込は開

始していないが、金融機関や市内コワーキングスペース等に話をしている。また

先方から問合せを受けているものもある。 

【畠中氏】この全体ミーティングに行けば何が聞けるのかという質問を想定しておく必要

がある。また、何かインパクトがある内容が必要ではないか。例えば、市長が

冒頭に話した「女性が働けるまち」というキーワードについて話をするのも良

いのではないか。 

【福本】全体ミーティングの内容については、大きな柱として３点予定している。１点目

は、platform ZUSHI BIZとは何か、何を目指すのかについて説明し、参加者の方

と共通認識を持つこと。２点目は、ＷＧを想定した医療のビッグデータの活用や

地域エネルギー等の取り組みについてのプレゼン。３点目は、参加いただく方が

何か発言したいことがある場合は、発言していただく場を設けることを予定して

いる。 

【畠中氏】今後複数回の実施を予定していると思われるが、第１回目に全ての項目を出す

のではなく、今後の運営に期待を持たせるためにも、分野やテーマを分けても
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よいのではないか。 

【山科氏】まだ呼び掛けはしていないとのことだが、想定している参加企業数はいくつか。 

【福本】医療のビッグデータの活用や地域エネルギーの取り組みの関係企業や大学等研究

機関で10前後の参加があると想定している。また、市内金融機関、京浜急行電鉄、

リビエラリゾート、通信事業者、交通関係、市内で営業されている法人等へお声

掛けする予定である。 

【副市長】こちらから声掛けした企業しか来ないということか。 

【福本】こちらで把握している情報で声掛けを実施するが、できるだけ多くの事業者等に

参画いただきたいので、別の方法でも案内を行っていく。小さな記事ではあるが、

11月号の広報で周知を行っている。ご案内していないみなさんにも是非エントリー

してもらいたいと思っている。 

【副市長】色々な職種の方へ参加してもらうことが狙いだと思う。広報や市ホームページ

だと市内の方が見る機会が多いので、他の方法も考える必要ある。 

【玄氏】広報には詳細は企画課ホームページと記載されているが、platform ZUSHI BIZの

ホームページが見当たらないがどこか。 

【福本】まだページができていないため、至急作成する。 

【楠元】platform ZUSHI BIZの参加同士の横のつながりをコーディネートしてくれる事業

者が出てきた場合、市はどのように関わっていくか想定はあるか。 

【福本】そのような機能を果たせる方が出てくれば、市としてもありがたく、是非ご協力

していただきたいと考えている。しかし、予算が発生してしまうと、市としては

なかなか対応することが難しくなる。 

 

４ 企業誘致を進めるためのアプローチについて 

事務局（福本）より【資料２】企業誘致を進めるアプローチについて説明 

（意見交換） 

【玄氏】企業がふるさと納税したくなるような事業の内容にしないといけないと思うが、

市民団体等に対して事業提案の募集はしないのか。 

【福本】魅力的な事業を示していかなければならないので、いただいたご意見も大変参考

になる方法なので、どのような形で行っていくか、企業へのヒアリングも実施し、

検討していきたい。 

【市長】どのくらい企業版ふるさと納税がされているのか、データはあるか。 

【福本】資料２「企業誘致を進めるアプローチ」の「３ 企業版ふるさと納税の活用」に

記載があるとおり、全国では H28 は 7.5 億円、H29 は 23.6 億円、H30 は 34.5 億円

となっている。また活用している地方公共団体数は 414 団体（23.7％）にとどま

っており、活用促進の余地は大きいと言われている。逗子市はまだこの制度を利

用していない。 
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【市長】何に寄附をしてくれているのか。 

【福本】基本的にまち・ひと・しごとの地方創生の制度で行っているものであり、仕事づ

くりや町おこしのような分野のものが多い印象がある。 

【福井】まち・ひと・しごとは、人口を増やすため、国から市町村を挙げての計画である

ので、そのための観光や子育て、企業誘致等を目指した中で、事業計画に寄附を

した企業名を明記し、内閣府へ申請を行い、計画が認定される仕組みであった。

来年度以降は、制度改正が予定されており、事業計画を内閣府へ申請する際に、

企業名を明記していなくてもよくなるため、事業を決定してから企業へ寄附を募

ることが可能になっていく予定である。また、近隣ではドローンの活用の集積を

行うため、横須賀市が企業版ふるさと納税を活用している。 

【山科氏】地域再生計画の詳細は決まっているか。 

【福本】地域再生計画は、企業版ふるさと納税を実施したい自治体が国へ申請を行い承認

してもらうものである。一定の記載要件はあるが、逗子市はまだ作成していない

ので、詳細は決まっていない。 

【副市長】資料２「企業誘致を進めるアプローチ」となっているが、企業版ふるさと納税

を進めるアプローチになっているのではないか。 

【福本】企業誘致のアプローチは、資料２「企業誘致を進めるアプローチ」、２頁の「①縁

のある企業に直接交渉する」に尽きると考えている。しかし、直接交渉する企業

数が少ない等の課題があるので、「②企業版ふるさと納税を活用して“関係法人”

を増やしていく」及び「③platform ZUSHI BIZ の活動を通じて市内進出の環境を

作っていく」ことにより、縁のある企業を増やしていこうと考えている。 

    企業版ふるさと納税を得られるだけでも大きな成果ではあるが、そこにとどまる

ことなく、企業誘致につなげていきたい。 

【畠中氏】アプローチがたくさんあるのは良いが、逗子の向かう方向性がバラバラになら

ないようにストーリーを立てて取り組む必要がある。関係法人をつくっていく

ネタや企業版ふるさと納税を実施するための事業計画がつながるようなコーデ

ィネーションが必要だと感じた。 

 

５ その他 

・楠元よりふるさと納税について経過報告 

・事務局（福本）より空き家について経過報告 

 

６ 閉会 

・次回の会議開催について 

今後の開催については、改めて事務局から日程調整の連絡をする。 

以上 


